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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第68期

第３四半期
連結累計期間

第69期
第３四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 9,830,506 9,969,800 12,867,859

経常利益 (千円) 982,105 646,732 1,151,753

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 717,042 444,312 833,779

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 732,833 431,555 828,521

純資産額 (千円) 7,455,958 7,866,129 7,551,646

総資産額 (千円) 13,378,875 13,870,435 13,734,817

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 91.87 56.93 106.83

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.7 56.7 55.0
 

 

回次
第68期

第３四半期
連結会計期間

第69期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日
至 平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 26.58  19.68
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４ 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間および前連結会計年度に係る主要な

経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前

連結会計年度との比較・分析を行っております。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種政策の効果もあり企業収益や雇用状況に改善

がみられるなど、緩やかな回復基調で推移しました。一方、当社グループを取り巻く環境は、パルプ価格が急激に

上昇し高い水準で推移したこと等により厳しい状況となりました。

この結果、当社グループの売上高は99億69百万円(前年同期比1.4％増)、営業利益は６億36百万円(同34.7％減)、

経常利益は６億46百万円(同34.1％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億44百万円(同38.0％減)となりま

した。

セグメントの業績は次のとおりであります。

ａ．不織布関連事業

パルプ不織布原反は、ドリップ吸収シート向け製品の販売が減少したことにより売上高、利益ともに減少しま

した。パルプ不織布加工品は、一部販売先での在庫調整等の影響でクッキングペーパーの販売が減少したことに

より売上高、利益ともに減少しました。化合繊不織布は、コスメ向け製品の販売を開始したものの、一部販売先

への紙おむつ向け製品の販売が減少したことにより売上高、利益ともに減少しました。

その結果、当連結会計年度の売上高は57億14百万円(前年同期比2.1％減)、セグメント利益は９億82百万円(同

8.9％減)となりました。

ｂ．紙関連事業

衛生用紙は、販売数量は横ばいで推移したものの、原燃料価格の上昇を受け価格修正を進めたことにより売上

高は増加しました。しかし、原燃料価格の上昇分を十分に補えなかったことにより利益は減少しました。

その結果、当連結会計年度の売上高は42億55百万円(前年同期比6.5％増)、セグメント利益は２億62百万円(同

53.9％減)となりました。

 
総資産は、前連結会計年度末と比べ１億35百万円増加して138億70百万円となりました。これは主に、建設仮勘定

が７億10百万円、原材料及び貯蔵品が３億57百万円増加したこと、現金及び預金が７億97百万円減少したことによ

るものであります。

負債は、前連結会計年度末と比べ１億78百万円減少して60億４百万円となりました。これは主に、流動負債のそ

の他に含まれる設備関係支払手形が２億38百万円増加したこと、長期借入金が４億10百万円減少したことによるも

のであります。

純資産は、前連結会計年度末と比べ３億14百万円増加して78億66百万円となりました。これは主に、利益剰余金

が３億27百万円増加したことによるものであります。この結果、自己資本比率は56.7％となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更はあり

ません。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は40百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成31年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,175,280 8,175,280
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 8,175,280 8,175,280 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
― 8,175,280 ― 593,660 ― 603,260

 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

370,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,800,400
78,004 ―

単元未満株式
普通株式

4,280
― ―

発行済株式総数 8,175,280 ― ―

総株主の議決権 ― 78,004 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成30年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

平成30年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ハビックス株式会社

岐阜県岐阜市福光東三丁目５
番７号

370,600 ― 370,600 4.53

計 ― 370,600 ― 370,600 4.53
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,829,361 2,031,395

  受取手形及び売掛金 ※  3,103,772 ※  3,021,827

  電子記録債権 ※  1,552,898 ※  1,882,039

  商品及び製品 306,347 369,276

  仕掛品 12,965 16,666

  原材料及び貯蔵品 595,424 952,516

  その他 40,748 28,851

  貸倒引当金 △3,450 △3,450

  流動資産合計 8,438,067 8,299,122

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,968,369 3,973,094

    減価償却累計額 △2,127,504 △2,209,752

    建物及び構築物（純額） 1,840,864 1,763,342

   機械装置及び運搬具 7,586,141 7,603,047

    減価償却累計額 △5,825,927 △6,193,096

    機械装置及び運搬具（純額） 1,760,214 1,409,951

   土地 1,074,095 1,175,984

   建設仮勘定 11,107 721,325

   その他 392,087 392,716

    減価償却累計額 △297,878 △322,553

    その他（純額） 94,209 70,162

   有形固定資産合計 4,780,491 5,140,766

  無形固定資産 216,970 180,689

  投資その他の資産   

   その他 340,679 291,248

   貸倒引当金 △41,390 △41,390

   投資その他の資産合計 299,288 249,857

  固定資産合計 5,296,750 5,571,313

 資産合計 13,734,817 13,870,435
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  2,914,121 ※  3,004,052

  1年内返済予定の長期借入金 485,882 485,882

  未払法人税等 101,606 14,922

  賞与引当金 145,372 66,403

  役員賞与引当金 30,000 18,000

  その他 ※  408,681 ※  733,243

  流動負債合計 4,085,663 4,322,504

 固定負債   

  長期借入金 1,922,637 1,511,797

  退職給付に係る負債 141,468 142,407

  その他 33,401 27,597

  固定負債合計 2,097,507 1,681,801

 負債合計 6,183,171 6,004,306

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 593,660 593,660

  資本剰余金 603,260 603,260

  利益剰余金 6,356,893 6,684,136

  自己株式 △69,717 △69,719

  株主資本合計 7,484,096 7,811,336

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 54,691 43,321

  為替換算調整勘定 12,858 11,471

  その他の包括利益累計額合計 67,550 54,793

 純資産合計 7,551,646 7,866,129

負債純資産合計 13,734,817 13,870,435
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 9,830,506 9,969,800

売上原価 7,528,953 8,085,354

売上総利益 2,301,552 1,884,445

販売費及び一般管理費 1,327,804 1,248,429

営業利益 973,748 636,016

営業外収益   

 受取利息 921 747

 受取配当金 4,221 4,297

 為替差益 6,309 7,485

 故紙売却収入 5,348 4,580

 その他 7,038 6,414

 営業外収益合計 23,839 23,525

営業外費用   

 支払利息 14,195 11,669

 その他 1,287 1,139

 営業外費用合計 15,482 12,808

経常利益 982,105 646,732

税金等調整前四半期純利益 982,105 646,732

法人税、住民税及び事業税 228,320 174,481

法人税等調整額 36,742 27,939

法人税等合計 265,062 202,420

四半期純利益 717,042 444,312

親会社株主に帰属する四半期純利益 717,042 444,312
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 717,042 444,312

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 19,121 △11,370

 為替換算調整勘定 △3,330 △1,386

 その他の包括利益合計 15,790 △12,757

四半期包括利益 732,833 431,555

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 732,833 431,555

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(追加情報)

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※　 四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日または現金決済日をもって決済処理して

おります。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形等が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

受取手形 89,247千円 41,291千円

電子記録債権 1,717千円 11,473千円

支払手形 338,463千円 336,600千円

流動負債　その他（設備関係支払手形） 1,508千円 9,102千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日)

減価償却費 518,812千円 520,633千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日
定時株主総会

普通株式 140,484 18.00 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月26日
定時株主総会

普通株式 117,070 15.00 平成30年３月31日 平成30年６月27日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント 調整額
（千円）
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
(注)２

不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

合計
（千円）

売上高      

  外部顧客への売上高 5,836,552 3,993,953 9,830,506 ― 9,830,506

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,836,552 3,993,953 9,830,506 ― 9,830,506

セグメント利益 1,078,487 569,273 1,647,761 △674,013 973,748
 

(注) １ セグメント利益の調整額△674,013千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント 調整額
（千円）
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
(注)２

不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

合計
（千円）

売上高      

  外部顧客への売上高  5,714,466 4,255,334 9,969,800 ― 9,969,800

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,714,466 4,255,334 9,969,800 ― 9,969,800

セグメント利益 982,654  262,469 1,245,123 △609,107  636,016
 

(注) １ セグメント利益の調整額△609,107千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 91.87円 56.93円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 717,042 444,312

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

717,042 444,312

普通株式の期中平均株式数(株) 7,804,681 7,804,680
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成３１年２月７日
 

ハ ビ ッ ク ス 株 式 会 社
 

取 締 役 会 御 中
 

 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 加　藤　克　彦 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤　井　淳　一 印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハビックス

株式会社の平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成３０年

１０月１日から平成３０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成３０年４月１日から平成３０年１２

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包

括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハビックス株式会社及び連結子会社の平成３０年１２月３１日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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